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中部電力株式会社知多火力発電所納め

700MWJNGポイラ(全量脱硝装置付)
電力業界では,火力発電用燃料の多

様化の中で種々の燃料の使用を検討し

ているが,このたび,中部電力株式会

社向けに大容量のLNG(液化天然カ‾ス)

専焼ボイラ2缶を納入し完成させた

(図1)｡

1.主な特長

(1)ボイラはLNG専焼の設計として,

無公害プラントを目指し全量脱硝装置

を取り付けている｡

(2)ガス燃焼系統は,LNG焚きに対し

て安全性を十分配慮している｡

(3)バーナは2ノズル/セルの自動バー

ナを用い,かつ低NOxバーナを備えて

いる｡バーナ及び点火トーチには,各

谷火炎検出器を設置して点火･消火時

の火炎が監視できるものとしている｡

(4)ボイラ自動制御方式は,ユニット

出力に対してポイラ･タービンを一体

として追従させるポイラ･タービン協

調制御方式としている｡

(5)ボイラ自動制御装置の機能は,起

動初期段ド皆から自動制御が可能なよう

に電子計算機を駆使した自動制御を完

成させた｡

図l 了00MW用ボイラの外観

(6)騒音対策は,プラント全体(既設

含めて)を考慮して,騒音源を定量的

に解析し,]毒界線上の協定値を遵守で

きた｡

(7)受取試験の結果,ボイラ効率は計

画値85.99%を十分上まわる好結果を

得ている｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 電力事業本部)

表l 主な仕様

No. 項 目 【 イ土 様

】 l形 式 ■B&W超臨界庄UPボイラ屋外形

2.･数 ‾岳 2缶

3..蒸 気 量 2′300t/h=缶当たり)

口実･l蒸 気 圧 力 ゲージ圧255kg/cm2
武勲
粂器
件出

蒸 気 温 度 5430c

給 水 温 度 29卜60c

5 .入口蒸気圧力
ゲージ庄4l.7kg/cm2

気再l入口蒸琴峯冬
54ドC

件蒸
再熟蒸気)売主 l′884.92t/h

6. 空 気 温 度 150c

7. 通 風 方 式 圧力通風

8.j燃 焼 方 式 LNG専焼

日立スタッカ･リクレーマ

日立スタッカ･リグレーマは,自動

化及び環j菟保全対策を考慮した暢達炭

設備のヤード機械と1して,数々の特長

をもっている｡

図lは従来形の屋外設置直線ヤード

用スタッカ･リクレーマ(日立製作所

商品名:ヒタクレーマ)で,図2は特に

馬蚤普及び粉塵規制の厳しい地域で,屋

内設置のストックヤードに適する円形

ヤード用スタッカ･リクレーマである｡

両者とも自動運転が可能であるが,

図2の方式は,完全無人遠隔自動化が

可能である｡

主な特長を表1に示す｡

(日立製作所 機電事業本部)

魂蒜､

図13′200t/h石炭用スタッカ･りクレーマ

表l 主な特長

No. 直線ヤード用スタッカ･リクレーマ No. 円形ヤード用スタッカ･リクレーマ

l
旋回部に大形ポールレースを採用している

ため,低騒書で,保守性も良好である｡
l

l

完全遠隔無人自動運転が可能である｡

2

3

フロートウエート式安全装置による検体の

保護,転倒防止を施Lてある｡
と2 ブレンディングができる｡

走行に一次サイリスタ制御方式を採用L.

パケット切込量の均一化を図った｡
3 屋内貯蔵場の場合に適する｡
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中小容量蒸気タービン用電子油圧式制御装置
"L-EHG”

近年目覚ましく進歩する電子技術を

応用した高性能でかつ軽量化された新

しい蒸気タービン用制御装置を紹介する｡

この制御装置は,比較的小容量の発

電用タービンをはじめ各種産業機械を

駆動する蒸気タービンの制御装置とし

て多様な制御内容を備える一方,将来

の自動化や省力化などを考慮してコン

ピュータシステムなどとの結合を可能

図l 制御盤の外観

としたものである｡従来の大容量機用

EHGは速応性を考慮して制御油圧をゲ

ージ圧力約112kg/cm2と高圧にし,難燃

性作動抽を採用している｡この制御装

置は上記したような高速応答性を必要

としない中小容量機に採用することを

目的としているため,制御油圧は機械

ガバナと同様の低圧(ゲージ圧力5～

16kg/cm2)をヨ采用している｡

表l 装置の仕様

No. 主 な 仕 様

l
必要電三原:AC100～I30V 47～63Hz又

はDC90-140V 消費電力約300W

2 環境条件:温度一柑～了OqC,湿度95%

3

4

制御油圧:ゲージ圧力10～16kg/cm2

電油変換器時定数:平均0.けs

5 デッドタイム:0.02s以下

6 調速精度:±0.03%(制御回路部)

7 調庄精度:±0.07%(制御回路部)

8
被駆動機種:発電機,各種ポンプ,

‾プロワ,圧縮機,その他

9
制御内容:調速,各種調圧及び被駆動

横側入出力などの組合せ制御

1.主な王特長

(1)′ト形の制御回路で一体化した｡

(2)制御油供給は潤滑油系と共用できる｡

(3)メンテナンスが容易である｡

(4)多様な制御の組合せが可能である｡

(5)自動化などへの応用が容易である｡

(6)機械かヾナをL-EHGに置換が容易

である｡

装置の外観を図1に,仕様を表1に示す｡

制御盤は操作盤を兼ねて蒸気タービ

ン制御の各種インターロック回路とオ

フ0ション機能を組み込み,主制御回路

の部分は,機能別に分割したプリント

板数枚を組み合わせたラックキャビネ

ットー式を盤面取付けとして,そのほ

かの電源装置などを含めた一体盤とし

て構成した｡低圧油を利用できるとこ

ろからLow PressureのLとElectro

Hydraulic Governorの頭文字を用い

てL-EHGと称し,現在多数の′受注機に

採用している｡

(日立製作所 電力事業本部)
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